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３ 要 旨 

(1) 弱毒ウイルス（ＺＹ95）は、急性萎凋症に対して防除効果を示しモザイク果の発生も抑制した。しかし、弱

毒ウイルス接種キュウリ株は、生育後半になるとすべてモザイク症状を呈し、黄斑モザイクとなる株が多か

った。 

(2) 弱毒ウイルスを接種した区では、株あたり収穫果数は減少した。減収程度は、南極１号で約１割程度、

パイロット２号で２割程度であった。側枝数と側枝発生率では、主枝摘心時には弱毒ウイルス接種の有無に

よる差は見られなかったが、その後弱毒ウイルス接種を行った区で側枝数・側枝発生率とも減少した。 

 以上の結果から、キュウリに対する弱毒ウイルス（ＺＹ95）は、急性萎凋症の発生が大きく問題となる圃場

でのみ使用することが望ましい。


